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維新小だより維新小だより
〈学校教育目標〉 総社市立維新小学校
よく学び、たくましく生きる心豊かな児童の育成 令和元年１１月１３日
「元気な子 考える子 やさしい子」 第３５号

資源回収お世話になりました！！
１１月９日、１０日の資源回収、大変お世話になりまし
た。５月の回収量とまではいきませんでしたが、たくさん

の新聞紙、アルミ缶、雑誌、ダ
ンボールが集まりました。提供
してくださった皆さん、本当に
ありがとうございました。また、
作業に協力してくださった保護
者、地域の皆さんに、心より感
謝申し上げます。お陰様で短時間で積み込みまでを終える
ことができました。本当にありがとうございました。

５・６年生が脱穀を体験
１１月８日、５・６年生が昼から脱穀を体験。道具を運んで指導してくださった

のは、田植えや稲刈りでもお世話になった分館長の難波さんご夫妻です。今回の作
業のために足踏み脱穀機と唐箕を持ってきてくださいました。乾燥した稲の束を１
人一束ずつ脱穀していきました。足で踏むのは友達に任せ、手元に集中です。その
後、昔ながらに唐箕を使ってゴミを吹き飛ばし、もみだけを収穫しました。難波さ
んご夫妻には本当にお世話になりました。ありがとうございました。

へい、らっしゃい！昭和中より出前授業
１０月２日には体育の片岡先生が来校

され、５・６年生を対象に陸上競技の指
導をしてくださいました。
１０月３１日には、音楽の河田先生が

来校され、全校児童を対象に合奏指導を
してくださいました。お二人ともより専
門的な立場から熱心に指導してくださ
り、児童も喜んでいました。
指導してくださったお二人の先生方、

本当にありがとうございました。

稲刈りの後、横木に

干して十分乾燥した

稲の束を降ろし、一

束ずつ機械に掛けて

いきました。

足踏み脱穀機

で、もみを落

としていきま

す。足で踏ん

で回転させる

児童と稲を機

械に掛ける児

童の２人で脱

穀作業を行い

ました。

唐箕を使っても

みだけを取り出

します。昔の道

具を知り、使う

ことができて、

一石二鳥の体験

となりました。

唐箕（とうみ）は、脱穀してもみをは

ずした後、ハンドルで羽根車を回転さ

せて風を起こし、その風力を利用して

穀物をもみと不要物に選別するための

道具です。中国で開発され、日本では

江戸時代の初め頃から使われてきまし

た。最近では金属製で電動式の物も作

られ、用途も広がっています。
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